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2014.12.15（Mon.）　▶　2015.1.31（Sat.）
※日・祝・12.25-1.6 休館　ただし 12.21（日）は開館します

メソアメリカ、古代都市の起源を探る 
- トラランカレカ考古学プロジェクト -

写真展

Proyecto Arqueológico Tlalancaleca

京都外国語大学
国際文化資料館



日時：2014.12.21（日）13：30～17：00
会場：京都外国語大学　１４１教室（1号館4階）　※参加費無料、事前申込不要

１、「トラランカレカ考古学プロジェクトの学術的重要性」
　　嘉幡 茂　（ラス・アメリカス・プエブラ大学准教授）
２、「トラランカレカ考古学プロジェクトの政治・社会的問題点」
　　フリエタ・ロペス　（プロジェクト調査員）
３、「古代都市トラランカレカの発展と崩壊」
　　村上 達也　（トゥレーン大学准教授）
４、「テオティワカンとトラランカレカにおける都市設計」
　　福原 弘識　（埼玉大学非常勤講師）

　メソアメリカ、古代都市の起源を探る - トラランカレカ考古学プロジェクト -

主催：京都外国語大学国際文化資料館　協力：京都ラテンアメリカ研究所・国際言語平和研究所　後援：WAC Japan・WAC-8 京都実行委員会

　古代メソアメリカ文明のメキシコ中央高原では、都市の起源はテオティワカン（「神々の都」）にあったとされています。
この古代都市は紀元前 2 世紀に萌芽し、後 2 世紀に古代国家へと成長しました。その後、4 世紀には最盛期を迎えメソアメリカ
全域に影響力を持つに至りました。
　しかしながら、「トラランカレカ考古学プロジェクト」の研究成果から、この歴史認識に修正を加える必要があることが分かり
ました。先行研究によると、トラランカレカ（「地中に隠された家のある場所」）は前 1200 年から後 200 年まで政治や経済の中
心地として繁栄し、テオティワカンが発展する頃、放棄されたと理解されています。しかし、このトラランカレカ遺跡から、建造
物の密集性、社会成層の多様性、専門集団の存在、都市方位軸の統一を示す考古学資料がえられました。これらは、テオティワカ
ン以前にも成熟した都市が存在していたことを裏付けています。
　古代メソアメリカ文明を形成した社会は、従来の解釈と比較しより早い段階から複雑化しており、これら先行社会の文化的蓄積
とその継承が、後のテオティワカンという強大な古代国家を誕生させたと考えられます。
　本写真展では、現地メキシコで 2012 年 7 月から 2014 年 9 月に実施された「トラランカレカ考古学プロジェクト」の全容を
紹介します。トラランカレカ遺跡が古代メソアメリカ文明の中で、どのような文化的・歴史的重要性があったのか、また、古代の
人々がどのような都市を創り上げたのかご覧下さい。

写真展

・JR「京都駅」より（約 30分）
　市バス 28系統、京都バス 81・83系統「京都外大前」下車
・阪急電車「西院駅」より徒歩約 15分
・ 地下鉄東西線「太秦天神川駅」・京福嵐山本線（嵐電）
　「嵐電天神川駅」より徒歩約 5 分

▶アクセス

◆展覧会関連　研究講座

京都外国語大学国際文化資料館
TEL 075-864-8741
FAX 075-864-8760
E-mail umc@kufs.ac.jp

▶お問い合わせ先

◆ Photo  Exhibition
     A  Search  for  the  Origins  of  Ancient  Urbanism  in  Mesoamerica: 
                                                                                             Tlalancaleca  Archaeological  Project
　 Exhibition  period:  Mon., December 15, 2014 - Sat., January 31, 2015, 10:00-17:00
                                      Closed on Sunday, Holiday, December 25  -  January 6
 　 At  the  University  Museum  of  Cultures,  Kyoto University of Foreign Studies

◆ The  University  Museum  of  Cultures  Public Lecture Presented in Japanese, Admission free.

     Shigeru  KABATA,  Julieta  LÓPEZ,  Tatsuya  MURAKAMI, and Hironori  FUKUHARA
　 Date:  Sun.,  December  21, 13:30 - 17:00,  Bldg. 1 on the 4th floor,  Room141

Proyecto Arqueológico Tlalancaleca

　「トラランカレカ考古学プロジェクト」は、日本科学技術研究費（平成 24-26 年度・若手研究（A））24682005「古代メソアメリカにおける初期国家の形成プロセス：トララ
ンカレカ考古学調査」（研究代表者：嘉幡茂）、日本科学技術研究費（平成 26-30 年度・新学術領域研究）26101003「古代アメリカの比較文明論」（研究代表者：青山和夫；分担
研究者：福原弘識）、さらに松下国際研究基金（2012 年）、米国ウェナー・グレン財団（2014 年）、トゥレーン大学（2014 年；以上、研究代表者：村上達也）からの助成を基に
実施されています。


